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研究成果の概要（和文）： Quasi DG 圏とは DG 圏を拡張した概念で，代表者によって与えられ

たもので，混合モティーフ層の理論に現れる．この理論の基礎理論を構築した． 

そのうち主なものは，quasi DG 圏の基礎公理の定式化，quasi DG 圏に値をもつ C-diagram の定

式化，quasi DG圏の関数複体の加法性，C-diagram のなす quasi DG圏の構成，そのホモトピー

圏が三角圏をなすことの証明である． 

とくに，その概念のひとつをなす複体(ｎ個の対象に依存する)が各対象について加法的である

ことを定式化し，その性質が対応する C-diagram の quasi DG 圏に伝播することを示した． 

 また，正規代数曲面に対し，その Chow コホモロジーを特異点解消を用いて記述する結果を

示し，とくに Chow コホモロジーと Chow コホモロジーが一致するための条件を与えた． 

  準射影代数多様体をブローアップしたとき，そのモティーフおよび高次 Chow群がどのように

記述できるを示す，blow-up formula を示した． 

 
研究成果の概要（英文）： Quasi DG category, a generalization of DG category given by the 
principal researcher, is a notion that appears in the theory of mixed motivic sheaves.  
We developed the basic theory of quasi DG categories.  The mail features are basic axioms 
of a quasi DG category, the notion of C-diagrams with values in a quasi DG category, 
additivity of the function complexes,  the construction of the quasi DG category of 
C-diagrams, and the proof that the homotopy category of the quasi DG category of C-diagrams 
has the structure of a triangulated category. 
In particular, when the function complex (depending on n objects ) that constitutes part 
of the notion, is additive in each variable, the same property was proven to hold for 
the function complex for C-diagrams.  
 We described the Chow cohomology of an algebraic surface using its resolution of 
singularities. In particular, we gave a condition for Chow cohomology and homology to 
coincide.  
 We showed the blow-up formula for the motives and higher Chow groups of a 
quasi-projective variety.  
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１． 研究開始当初の背景 

(1) DG 圏の概念を一般化した圏論的構
造が混合モティーフ理論において自然
に現れた．このような DG 圏に近い構造
をどのように定式化するか，またその構
造が与えたれたとき，それから三角圏を
構成することができるかが問題となっ
た．  
(2) モティヴィック・コホモロジーが定
義されていたが，具体的な計算例が少な
かった． 
(3) Chow 群に対する blow-up formula
が知られていたが，準射影多様体のモテ
ィーフに対して blow-up formula は知ら
れていなかった． 

 
 
２． 研究の目的  

(1) DG 圏の場合をモデルとし適切な公
理（とくに加法性について）を与え，そ
の性質が C-diagram の quasi DG 圏でも
成りたつことを示すこと．とくに，基礎
となる圏および関数複体に対し，どのよ
うな加法性の条件を課すことを行う． 
(2) Chow コホモロジーを曲面の場合に
理解し，Chow群と比較する． 
(3) 準射影多様体のモティーフに対し
て blow-up formula を示す．それにより
motivic cohomology の descent 性質を
導く． 

 
 
３． 研究の方法  

(1) 基 礎 と な る 圏 を symmetric 
monoidal groupoid とし，加法性が
quasi-isomorphism の意味で成りたつ
ような公理を考察した． 
(2) 特異点解消を用いて Chow コホモロ
ジーを記述する． 
(3) 高次 Chow 群の blow-up formula を
まず示し，準射影多様体のモティーフを
定める普遍性を用いてモティーフの
blow-up formula を示す． 

 
 
４． 研究成果  

(1) Quasi DG 圏の研究．DG 圏の一般
化として quasi DG 圏の概念が代表者に
よって提出されていたが，その基礎理論
を構築した．Quasi DG 圏は，対象のクラ
スおよび，２個以上の対象の有限列に対

して定まる``関数複体” および，それ
らの間の２種類の写像で，適切な公理を
みたすものからなる．必要な公理の一部
として，関数複体の各成分についての加
法性と呼ぶべき適切な条件を課した． 
 次に，与えられた Quasi DG 圏に値を
持つ C-diagram という概念を導入した．
C-diagram全体をクラスとする quasi DG
圏が存在することを以下のように示し
た．C-diagram の有限列に対し，関数複
体および 2種類の写像を適切に構成した．
C-diagram の列について，対応する関数
複体がやはり同じ意味の加法性をみた
すことを示した．その帰結として，
C-diagramのなす quasi DG圏のホモトピ
ー圏が加法圏であることを示した． 
 ついで，このホモトピー圏がそれが三
角圏の構造をもつことを示した． 
 これを論文 Quasi DG categories and 
mixed motivic sheaves にまとめ，投稿
した． 
(2) 底多様体上の代数多様体のなす
quasi DG 圏の構成 準射影多様体 S の上
のスムーズな代数多様体のなす quasi 
DG 圏をサイクル複体を用いて構成した．
基礎体上のスムーズな代数多様体で Sへ
の写像を与えられたもの全体をクラス
とし，関数複体が,与えられた代数多様
体の S上のファイバー積のサイクル複体
に quasi-isomorphic であるようなもの
を構成した．とくに，ファイバー積の
higher Chow 群の合成積を定めた． 
(a)の結果を用いることにより，三角圏
が得られるが，これが S上の混合モティ
ーフ層の圏である． 
こ れ ら を 論 文  Cycle theory of 
relative correspondences にまとめ，
投稿した． 
 
(3) 正規代数曲面の Chow コホモロジ

ー.   一般に，代数多様体に対し，その
Chow コホモロジーとホモロジーが定義
される. 前者は代表者により，代数多様
体の simplicial resolution (正確には 
cubical resolution)を用いて構成され
た．さらに Chow コホモロジーからホモ
ロジーへの自然な射が存在する． 
代表者は，正規代数曲面 Sについて，そ
の Chow コホモロジーとホモロジーの食
い違いが，S の特異点解消の例外因子の
Chow ホモロジーとコホモロジーの食い



違いと一致することを示した．（例外因
子については，その Chow ホモロジーか
らコホモロジーへの自然な射が存在す
る．） 
さらに Chow コホモロジーがホモロジー
と一致するための必要十分条件が，例外
因子が有理樹(rational tree)をなすこ
とと同値であることを示した． 
この結果を論文 Chow cohomology of 
algebraic surfaces にまとめ出版をし
た． 
 
(4) 代数多様体の blow-upと混合モティ
ーフ．  
スムーズな準射影代数多様体 Sについて，
それをスムーズな中心 Cで blow-upして
得られる多様体 X を考える．X のモティ
ーフを Sのモティーフおよび Cのモティ
ーフで表す公式を証明した．S が射影多
様体の場合には，これは Maninの論文に
ある古典的な結果である．この公式の証
明を３つ与えた. この公式よりサイク
ル複体が blow-upについてコホモロジー
的なデサントをみたすことがわかる．な
おホモロジー的なデサントをみたすこ
とも Blochの示した局所完全列より分か
る． 
さらにこの公式をもちいて，X の高次
Chow 群を S および C の高次 Chow 群で表
す公式を示した．これは通常の Chow 群
の場合には古典的に知られている． 
これらの結果を論文「 Blow-ups and 
mixed motives」にまとめ出版をした． 
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